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ド除去のアルゴルズム開発
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我々は、回折格子とピクセル検出器の構成で、タルボ干渉効果を利用する新たな原理のＸ線撮像システムMIXIM
を開発している。MIXIMには、高い位置分解能をもち、かつ、Ｘ線エネルギー測定可能な検出器が必須である
が、現存のＸ線用検出器ではピクセルサイズが 25μm以上と大きすぎる。そこで、可視光用にデザインされた
ピクセルサイズ 2.5μm、ピクセル数 25Mの CMOS素子 (Gpixel社GMAX0505)を導入し、Ｘ線検出に利用し
ている (Asakura et al., 2019など）。これまでの実験では素子メーカ提供の評価ボードを使用してきたが、衛星搭
載不可能であるばかりか、データ転送速度及び連続撮像枚数の点で、地上実験での利便性にも問題があった。そ
こで、我々は、シマフジ電機他で開発された ZDAQ-SoCボードをベースに、GMAX0505を動作させる読み出し
システムの開発をスタートした。最終的には、この読み出しシステムで、ダークレベルの推定、差し引き、Ｘ線
イベント検出まで行うことを目標にしている。本講演では、読み出しシステムのハードウェアデザインの概要の
紹介と、ダークレベル差し引きとＸ線イベント検出のアルゴリズムの最適化に関して説明する。
MIXIMは集光系を用いないため、荷電粒子バックグランドの除去性能がＸ線天体の検出感度に効いてくる。微

小ピクセル可視光用CMOS素子の荷電粒子に対する応答調査の出発点として、ベータ線源 207Biを用いた照射実
験を行った。原理的には、ピクセルサイズが小さいほど、荷電粒子除去性能がよくなることが期待される。この
点を検証する。


